
初
任
段
階
教
員
研
修
を
支
援

れ
丸
太
に
な
っ
て
い
く
工
程
に
、
研
修
生

月

日
（
水
）
、
釧
路
総
合
振
興
局

か
ら
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

8

1

森
林
室
と
国
有
林(

根
釧
西
部
森
林
管
理

そ
の
後
、
研
修
棟
へ
移
動
し
、
自
己
紹

署
・
当
セ
ン
タ
ー)

が
連
携
し
て
、
「
初
任

介
を
交
え
た
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
を
行
う
と

段
階
教
員
研
修
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

と
も
に
、
森
林
管
理
署
担
当
者
の
解
説
で

こ
れ
は
、
北
海
道
教
育
庁
釧
路
教
育
局

パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
造
成
時
の
様
子

と
根
室
教
育
局
が
、
採
用

年
目
の
教
員

を
記
録
し
た

の
視
聴
や
望
楼
見
学

3

D
V
D

を
対
象
と
す
る
研
修
を
森
林
室
と
国
有
林

等
を
行
い
ま
し
た
。

が
支
援
し
た
も
の
で
、
同
局
管
内
の
小
・

当
セ
ン
タ
ー
は
、
森
林
環
境
教
育
等
の

中
学
校
、
高
校
、
養
護
学
校
に
勤
め
る

取
組
み
の
紹
介
、
タ
ネ
、
樹
木
と
葉
、
動

6

名
の
先
生
が
参
加
し
、

日
間
の
カ
リ
キ

物
に
つ
い
て
解
説
す
る
と
と
も
に
、
ロ
ケ

3

ュ
ラ
ム
の
う
ち
、
国
有
林
が
森
林
作
業
見

ッ
ト
・
ラ
ワ
ン
づ
く
り
等
を
通
じ
て
、
い

学
や
木
育
体
験
等
を
担
当
し
ま
し
た
。

ろ
い
ろ
な
タ
ネ
の
飛
び
方
や
運
ば
れ
方
を

先
ず
始
め
の
「
森
林
作
業
見
学
」
で
は
、

実
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
で
、
素
材
生
産

当
日
は
猛
暑
の
中
、
ま
た
、
慣
れ
な
い

を
実
施
し
て
い
る
事
業
体
の
協
力
を
得

森
林
で
の
木
育
体
験
と
な
り
ま
し
た
が
、

第

回
「
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部
」

2

て
、
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
伐
倒
・
玉

研
修
会
は
無
事
終
了
し
、
研
修
生
の
皆
さ

月

日
（
水
）
、
国
有
林
を
フ
ィ
ー

7

18

切
り
等
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行

ん
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
を
後
に
し

ル
ド
と
し
て
自
然
再
生
（
森
林
再
生
）
に

わ
れ
、
大
き
な
木
が
あ
っ
と
い
う
間
に
倒

ま
し
た
。

取
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
「
雷
別
ド

ン
グ
リ
倶
楽
部
」
が
、
今
年
度
第

回
目

2

の
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
環
境
省
釧
路
自
然
環
境
事
務

所
が
、
森
林
再
生
に
取
組
ん
で
い
る
「
達

古
武
地
区
森
林
再
生
事
業
地
」
（
釧
路
町

達
古
武
）
を
見
学
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
同
事
務
所
の
ご
担
当
者
か
ら
、

当
該
事
業
の
目
的
を
始
め
と
し
て
、
広
葉

樹
苗
木
の
育
成
や
森
林
再
生
等
に
つ
い

て
、
現
地
を
見
学
し
な
が
ら
ご
説
明
を
い ▽説明を聞く会員の様子

▽森林作業見学の様子

▽アイスブレイクの様子

▽タネの解説の様子
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高
性
能
林
業
機
械
に
興
味
津
々

名
前
が
わ
か
る
よ
う
に
、
カ
ラ
マ
ツ
・
イ

月

・

日
（
土
・
日
）
、
北
海
道

ヌ
エ
ン
ジ
ュ
・
バ
ッ
コ
ヤ
ナ
ギ
・
ミ
ズ
ナ

7

21

22

と
国
有
林
（
根
釧
西
部
森
林
管
理
署
・
当

ラ
等
の
輪
切
り
か
ら
好
き
な
も
の
を
選

セ
ン
タ
ー
）
が
連
携
し
て
、
「
木
育
交
流

び
、
名
前
や
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
ま
し
た
。

会

弟
子
屈
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
の

inこ
の
催
し
は
、
「
北
海
道
・
木
育
フ
ェ

見
学
」
で
は
、
森
林
管
理
署
担
当
者
の
解

ス
タ

」
の
一
環
で
、
子
ど
も
た

説
で
、
造
成
時
の
様
子
を
納
め
た

2
0
1
8

D
V
D

ち
が
、
森
と
木
に
ふ
れ
あ
う
機
会
を
通
じ

を
視
聴
す
る
と
と
も
に
、
機
械
展
示
棟
で

て
交
流
や
連
携
を
深
め
、
「
人
と
森
林
と

当
時
使
用
し
て
い
た
機
械
を
見
ま
し
た
。

の
関
わ
り
を
主
体
的
に
考
え
ら
れ
る
豊
か

最
後
の
「
森
林
作
業
見
学
」
で
は
、
子

な
心
」
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、

ど
も
た
ち
は
、
カ
ラ
マ
ツ
伐
倒
の
デ
モ
ン

「
な
か
し
べ
つ
冒
険
ク
ラ
ブ
」
と
「
て
し

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
の

か
が
自
然
学
校
」
が
参
加
し
ま
し
た
。

説
明
の
際
、
高
性
能
林
業
機
械
に
興
味
津

第

日
目
の

日
は
、
根
釧
西
部
森
林

々
で
、
機
械
を
間
近
で
見
よ
う
と
近
づ
い

1

21

管
理
署
と
当
セ
ン
タ
ー
が
、
木
の
名
札
づ

て
い
ま
し
た
。

た
だ
く
と
と

く
り
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
と
森
林

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
「
木
が
ど
れ
だ

も
に
、
「
森

作
業
の
見
学
を
担
当
し
ま
し
た
。

け
大
切
か
、
わ
か
っ
た
。
」
や
「
木
の
勉

林
と
湿
原
の

当
セ
ン
タ
ー
が
担
当
し
た
「
木
の
名
札

強
も
意
外
と
い
い
。
」
等
の
感
想
が
あ
り

つ
な
が
り
」

づ
く
り
」
で
は
、
初
め
て
会
う
お
友
達
の

ま
し
た
。

の
ご
説
明
も

あ
り
、
会
員

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
は
「
達
古
武
遊
歩
道
」

で
、
湿
原
に
咲
く
オ
オ
ウ
バ
ユ
リ
、
ホ
ザ

キ
シ
モ
ツ
ケ
、
チ
シ
マ
ア
ザ
ミ
等
の
初
夏

の
花
々
を
観
察
し
な
が
ら
、
展
望
台
ま
で

散
策
し
ま
し
た
。
晴
天
の
夢
ヶ
丘
展
望
台

か
ら
は
、
釧
路
湿
原
の
雄
大
な
景
観
を
眺

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 ▽自然観察の様子

▽展望台での記念撮影

▽名札づくりの様子

▽望楼での集合写真

▽森林作業見学の様子
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